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「
萬
慶
寺
勝
餅
」
は
、
赤
穂
義
士
に
ゆ 

か
り
の
萬
慶
寺
を
開
山
し
た
承
天
禅
師 

が
好
ん
で
食
し
た
と
い
わ
れ
、
今
、
宝 

屋
に
よ
み
が
え
っ
た
も
の
で
す
。 
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る
働
き
か
け
が
必
要
。
交
通
量
も
多
い
の

で
、
歩
道
部
分
相
当
の
拡
幅
な
ら
ぜ
ひ
検

討
し
て
い
き
た
い
。
他
の
踏
切
と
の
統
合

問
題
は
、
言
及
で
き
な
い
。
広
げ
る
と
危

険
度
は
増
す
の
で
、
保
安
装
置
の
増
強
が

必
要
に
な
る
。 

　
③
武
生
駅
は
来
年
度
に
改
修
を
予
定
し

て
い
る
が
、
高
齢
化
率
に
よ
る
補
正
を
加

味
す
る
と
乗
降
客
数
五
千
人
／
日
相
当
に

な
る
。
鯖
江
駅
は
条
件
的
に
満
た
な
い
。

工
事
も
予
算
も
手
い
っ
ぱ
い
の
状
況
で
あ

る
。
道
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
の

ル
ー
ル
の
負
担
も
あ
り
、
平
成
二
十
二
年

度
を
越
え
る
と
事
業
者（
Ｊ
Ｒ
）に
と
っ
て

新
た
な
厳
し
い
ル
ー
ル
に
な
る
。
地
域
を

代
表
す
る
駅
で
あ
り
、
今
の
跨
線
橋
に
つ

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
。
財
政
的
支
援
も
お
願
い
し
た
い
。 

 

（
三
）
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
連
携 

（
四
）
業
務
遂
行
の
た
め
の
委
員
会
な
ど

　
へ
の
参
画 

（
五
）
そ
の
他
、
本
協
定
の
実
現
に
必
要

　
な
事
項 

　
同
大
学
は
、
芸
術
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ン

ガ
・
人
文
学
部
を
有
し
、
今
後
、
デ
ザ
イ

ン
と
マ
ン
ガ
に
よ
る
情
報
発
信
等
が
、
地

場
産
業
振
興
の
た
め
に
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

 

①
平
日
の
特
急
列
車
七
十
八
本
の
う
ち

、

鯖
江
駅
に
は
三
分
の
二
の
五
十
二
本
、
武

生
駅
は
六
十
二
本
停
ま
っ
て
い
る
。
鯖
江

駅
の
乗
車
人
数
も
増
え
て
は
い
る
が
、
大

き
く
増
え
て
お
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
と
し
て
頑
張

れ
る
状
況
で
は
な
い
。
現
在
、
新
し
い
車

輌
を
製
造
中
で
、
平
成
二
十
三
年
春
に
全

て
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
化
が
完
了
す
る
。
そ

の
際
に
全
て
の
ダ
イ
ヤ
を
見
直
す
過
程
で
、

適
正
な
停
車
回
数
を
探
り
た
い
。
武
生
駅

の
停
車
を
減
ら
す
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
も
あ
る
の
で
難
し
い
。
平
成
二
十
三
年

か
ら
は
、
よ
り
速
達
化
し
た
運
行
を
め
ざ

す
こ
と
に
な
る
。 

 

②
道
路
の
車
線
を
二
車
線
か
ら
四
車
線

に
す
る
大
規
模
な
も
の
は
例
外
だ
が
、
県

道
な
ら
二
十
四
年
度
ま
で
順
番
を
決
め
て

や
っ
て
い
る
。
県
で
の
優
先
順
位
を
上
げ 

      

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
牧
野
市
長
の
挨
拶
に
続
き
、
協
定
の
経

緯
並
び
に
概
要
説
明
の
後
、
調
印
。 

　
次
に
、
同
大
学
の
島
本
浣
学
長
と
野
村

会
頭
が
挨
拶
。
最
後
に
島
本
学
長
が
「
表

現
者
の
育
成
と
地
域
活
性
化
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。 

　
三
者
は
、
相
互
の
発
展
を
図
り
、
豊
か

な
地
域
の
未
来
を
創
造
す
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
、
産
業
、
学
術
な
ど
の
分
野
で
相

互
に
協
力
・
支
援
す
る
た
め
に
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
相
互
連
携
協
定
の
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

（
一
）
地
域
発
展
の
た
め
の
交
流
・
人
材

　
育
成 

（
二
）
地
場
産
業
振
興
の
た
め
の
交
流
・

　
人
材
育
成 

 

    
　
九
月
十
日
（
木
）
正
午
よ
り
当
所
役
員

会
室
に
て
第
三
回
常
議
員
会
を
開
催
。 

　
開
会
に
あ
た
り
、
当
所
野
村
会
頭
が
、

「
八
月
三
十
日
に
衆
議
院
議
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
予
想
通
り
政
権
が
交
代
し
た
。

民
主
党
も
国
を
よ
く
し
よ
う
と
い
う
ス
タ

ン
ス
は
変
わ
ら
ず
、
大
幅
に
方
針
が
変
わ

ら
な
い
事
を
期
待
し
て
い
る
。
施
策
な
ど

や
り
方
は
変
え
て
も
行
政
の
基
本
的
な
戦

略
や
方
針
、
世
界
に
お
け
る
日
本
の
考
え

方
は
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
政

権
が
交
代
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
部
の
業

種
は
影
響
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

ほ
と
ん
ど
の
業
種
は
影
響
を
受
け
な
い
の

で
、
や
は
り
我
々
は
我
々
の
立
場
で
し
っ

か
り
と
頑
張
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

    

　
当
所
に
お
い
て
は
、
今
年
は
五
十
周
年

記
念
と
い
う
こ
と
で
、
皆
様
に
は
ご
協
力
、

ご
支
援
を
頂
き
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
ほ

と
ん
ど
の
事
業
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
記
念
誌
に
つ
い
て
は
、
十
月
の

上
旬
か
ら
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。
主
な

行
事
は
今
月
で
終
了
す
る
が
、
一
つ
、
来

年
の
二
月
に
東
京
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
で
、
鯖

江
ブ
ラ
ン
ド
発
信
事
業
を
実
施
し
た
い
。

日
本
商
工
会
議
所
、
経
済
産
業
省
か
ら
、

地
域
資
源
全
国
展
開
事
業
の
補
助
金
交
付

を
う
け
、す
す
め
て
い
る
。以
上
で
、無
事 

五
十
周
年
記
念
事
業
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
皆
様
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
」

と
挨
拶
。 

　
審
議
に
入
り
、
第
一
号
議
案
「
新
入
会

員
承
認
の
件
」
を
全
会
一
致
で
承
認
。 

　
引
き
続
き
、
京
都
精
華
大
学
と
鯖
江
市

と
当
所
と
の
相
互
連
携
協
定
調
印
、
丹
南

産
業
フ
ェ
ア
２
０
０
９
、
さ
ば
え
商
工
振

興
戦
略
会
議
、
業
界
の
将
来
展
望
と
鯖
江

市
の
活
性
化
懇
談
会
の
報
告
説
明
が
さ
れ
、

閉
会
と
し
ま
し
た
。 

   

□
社
会
福
祉
法
人
福
授
園
神
明
苑
事
業

　
所
（
神
明
町
） 

　
　
福
島
　
政
行 

　
　
温
泉
保
養
施
設 

□
さ
わ
や
か
さ
ば
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹

　
（
二
丁
掛
町
） 

　
　
天
谷
　
ま
り
子 

　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

□
八
世
（
柳
町
） 

　
　
中
川
　
稔
之 

　
　
眼
鏡
枠
製
造 

　
八
月
十
九
日（
水
）

牧
野
市
長
、
当
所
野

村
会
頭
、
市
民
の
会

鉄
道
部
会
園
部
会
長

ら
関
係
者
八
名
が
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
金
沢
支

社
に
て
荻
野
浩
平
金

沢
支
社
長
に
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

行
っ
た
要
望
内
容
は
、

①
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

号
の
鯖
江
駅
停
車
便

数
の
拡
充
、
②
五
郎

丸
踏
切
の
拡
幅
、
③

鯖
江
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
三
点
。
以

下
の
回
答
を
得
ま
し

た
。 

        
　
京
都
精
華
大
学
と
鯖
江
市
と
当
所
と
の

相
互
連
携
協
定
調
印
式
が
、
八
月
三
十
一

日
（
月
）
午
前
十
時
か
ら
、
河
和
田
コ
ミ 

   

□
株
式
会
社
ア
イ
ラ
ン
ド
（
神
中
町
） 

　
　
波
多
野
　
勝 

　
　
眼
鏡
枠
製
造 

□
株
式
会
社K

A
Z

（
水
落
町
） 

　
　
�
川
　
裕
也 

　
　
眼
鏡
ロ
ー
付 

□
株
式
会
社
ハ
ル
（
杉
本
町
） 

　
　
笠
松
　
敏
行 

　
　
眼
鏡
金
型
製
造 
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相
互
連
携
協
定
調
印
式 

第
３
回
常
議
員
会
開
催

第
３
回
常
議
員
会
開
催 

第
３
回
常
議
員
会
開
催 

＝
新
入
会
員
紹
介
＝ 

あいさつする野村会頭  

協定を結ぶ 牧野市長（左）島本学長（中）野村会頭（右） 


